
第
十
九
条
の
う
ち
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
二
十
二
条
第
一
項
の
改
正
規
定
中
「
標
準
給
与
の
等
級
」
を
「
標

準
報
酬
月
額
の
等
級
」
に
、「
標
準
給
与
の
月
額
」
を
「
標
準
報
酬
月
額
」
に
、「
給
与
月
額
」
を
「
報
酬
月
額
」
に
、

に
改
め
る
。

「
第
三
十
一
級

六
二
〇
、
〇
〇
〇
円

六
〇
五
、
〇
〇
〇
円
以
上

」

を 「
第
三
十
一
級

六
二
〇
、
〇
〇
〇
円

六
〇
五
、
〇
〇
〇
円
以
上

六
三
五
、
〇
〇
〇
円
未
満

第
三
十
二
級

六
五
〇
、
〇
〇
〇
円

六
三
五
、
〇
〇
〇
円
以
上

六
六
五
、
〇
〇
〇
円
未
満

第
三
十
三
級

六
八
〇
、
〇
〇
〇
円

六
六
五
、
〇
〇
〇
円
以
上

六
九
五
、
〇
〇
〇
円
未
満

第
三
十
四
級

七
一
〇
、
〇
〇
〇
円

六
九
五
、
〇
〇
〇
円
以
上

七
三
〇
、
〇
〇
〇
円
未
満

第
三
十
五
級

七
五
〇
、
〇
〇
〇
円

七
三
〇
、
〇
〇
〇
円
以
上

七
七
〇
、
〇
〇
〇
円
未
満

第
三
十
六
級

七
九
〇
、
〇
〇
〇
円

七
七
〇
、
〇
〇
〇
円
以
上

八
一
〇
、
〇
〇
〇
円
未
満

第
三
十
七
級

八
三
〇
、
〇
〇
〇
円

八
一
〇
、
〇
〇
〇
円
以
上

八
五
五
、
〇
〇
〇
円
未
満

第
三
十
八
級

八
八
〇
、
〇
〇
〇
円

八
五
五
、
〇
〇
〇
円
以
上

九
〇
五
、
〇
〇
〇
円
未
満

第
三
十
九
級

九
三
〇
、
〇
〇
〇
円

九
〇
五
、
〇
〇
〇
円
以
上

九
五
五
、
〇
〇
〇
円
未
満

第
四
十
級

九
八
〇
、
〇
〇
〇
円

九
五
五
、
〇
〇
〇
円
以
上
一
、
〇
〇
五
、
〇
〇
〇
円
未
満

第
四
十
一
級

一
、
〇
三
〇
、
〇
〇
〇
円

一
、
〇
〇
五
、
〇
〇
〇
円
以
上
一
、
〇
五
五
、
〇
〇
〇
円
未
満

第
四
十
二
級

一
、
〇
九
〇
、
〇
〇
〇
円

一
、
〇
五
五
、
〇
〇
〇
円
以
上
一
、
一
一
五
、
〇
〇
〇
円
未
満

第
四
十
三
級

一
、
一
五
〇
、
〇
〇
〇
円

一
、
一
一
五
、
〇
〇
〇
円
以
上
一
、
一
七
五
、
〇
〇
〇
円
未
満

第
四
十
四
級

一
、
二
一
〇
、
〇
〇
〇
円

一
、
一
七
五
、
〇
〇
〇
円
以
上

」
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第
七
十
条
第
一
項
中
「
次
の
表
の
上
欄
に
掲
げ
る
法
律
に
基
づ
く
保
険
料
又
は
掛
金
の
計
算
の
基
礎
と
な
る
同
表

の
中
欄
に
掲
げ
る
額
及
び
同
表
の
下
欄
に
掲
げ
る
額
」
を
「
厚
生
年
金
保
険
法
に
基
づ
く
保
険
料
の
計
算
の
基
礎
と

な
る
標
準
報
酬
月
額
及
び
標
準
賞
与
額
」
に
改
め
、「
、
国
家
公
務
員
共
済
組
合
法
第
四
十
二
条
第
十
一
項
に
規
定
す

る
産
前
産
後
休
業
、
地
方
公
務
員
等
共
済
組
合
法
第
百
十
四
条
の
二
第
二
項
第
五
号
に
規
定
す
る
産
前
産
後
休
業
若

し
く
は
私
立
学
校
教
職
員
共
済
法
第
二
十
二
条
第
十
一
項
に
規
定
す
る
産
前
産
後
休
業
」
を
削
り
、「
同
表
の
上
欄
に

掲
げ
る
法
律
」
を
「
厚
生
年
金
保
険
法
」
に
、「
行
わ
ず
、
又
は
掛
金
を
免
除
し
、
若
し
く
は
徴
収
し
な
い
」
を
「
行

わ
な
い
」
に
改
め
、
同
項
の
表
を
削
る
。

（
公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能
の
強
化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

の
一
部
改
正
）

第
百
五
十
九
条

公
的
年
金
制
度
の
財
政
基
盤
及
び
最
低
保
障
機
能
の
強
化
等
の
た
め
の
国
民
年
金
法
等
の
一
部
を
改

正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
四
年
法
律
第
六
十
二
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
三
条
の
う
ち
厚
生
年
金
保
険
法
第
十
二
条
に
一
号
を
加
え
る
改
正
規
定
中
「
六

事
業
所
」
を「
五

事
業
所
」

に
改
め
る
。

第
二
十
七
条
の
う
ち
高
齢
者
の
医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
附
則
第
十
三
条
の
五
の
次
に
四
条
を
加
え
る
改
正
規

定
（
同
法
附
則
第
十
三
条
の
六
第
一
項
第
二
号
イ
に
係
る
部
分
に
限
る
。）中
「
給
料
」
を
「
標
準
報
酬
」
に
、「
規
定

す
る
期
末
手
当
等
」
を
「
規
定
す
る
標
準
期
末
手
当
等
」
に
、「
標
準
給
与
の
月
額
」
を
「
標
準
報
酬
月
額
」
に
、「
標

準
賞
与
の
額
」
を
「
標
準
賞
与
額
」
に
改
め
る
。

第
二
十
八
条
の
う
ち
介
護
保
険
法
附
則
に
二
条
を
加
え
る
改
正
規
定
（
同
法
附
則
第
十
一
条
第
三
項
に
係
る
部
分

に
限
る
。）中
「
給
料
」
を
「
標
準
報
酬
」
に
、「
規
定
す
る
期
末
手
当
等
」
を「
規
定
す
る
標
準
期
末
手
当
等
」に
、「
標

準
給
与
の
月
額
」
を
「
標
準
報
酬
月
額
」
に
、「
標
準
賞
与
の
額
」
を
「
標
準
賞
与
額
」
に
改
め
る
。

第
二
十
九
条
の
う
ち
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
十
八
年
法
律
第
八
十
三
号
）
附
則
第
百
三

十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
な
お
そ
の
効
力
を
有
す
る
も
の
と
さ
れ
た
介
護
保
険
法
附
則
に
二
条
を
加
え
る
改

正
規
定
（
同
法
附
則
第
九
条
第
三
項
に
係
る
部
分
に
限
る
。）中
「
給
料
」
を
「
標
準
報
酬
」
に
、「
規
定
す
る
期
末
手

当
等
」
を
「
規
定
す
る
標
準
期
末
手
当
等
」
に
、「
標
準
給
与
の
月
額
」
を
「
標
準
報
酬
月
額
」に
、「
標
準
賞
与
の
額
」

を
「
標
準
賞
与
額
」
に
改
め
る
。

附
則
第
十
六
条
中
「
同
条
第
六
号
」
を
「
同
条
第
五
号
」
に
改
め
る
。

（
そ
の
他
の
経
過
措
置
の
政
令
へ
の
委
任
）

第
百
六
十
条

こ
の
附
則
に
規
定
す
る
も
の
の
ほ
か
、
こ
の
法
律
の
施
行
に
伴
い
必
要
な
経
過
措
置
は
、
政
令
で
定
め

る
。

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

総
務
大
臣

川
端

達
夫

法
務
大
臣

滝

実

財
務
大
臣

安
住

淳

文
部
科
学
大
臣

平
野

博
文

厚
生
労
働
大
臣

小
宮
山
洋
子

農
林
水
産
大
臣

郡
司

彰

国
土
交
通
大
臣

羽
田
雄
一
郎

G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G
G

社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法
を
こ
こ
に
公
布
す
る
。

御

名

御

璽

平
成
二
十
四
年
八
月
二
十
二
日

内
閣
総
理
大
臣

野
田

佳
彦

法
律
第
六
十
四
号

社
会
保
障
制
度
改
革
推
進
法

目
次第

一
章

総
則
（
第
一
条
e

第
四
条
）

第
二
章

社
会
保
障
制
度
改
革
の
基
本
方
針
（
第
五

条
e

第
八
条
）

第
三
章

社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
（
第
九
条
e

第
十
五
条
）

附
則

第
一
章

総
則

（
目
的
）

第
一
条

こ
の
法
律
は
、
近
年
の
急
速
な
少
子
高
齢
化
の

進
展
等
に
よ
る
社
会
保
障
給
付
に
要
す
る
費
用
の
増
大

及
び
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
伴
い
、
社
会
保
険
料
に

係
る
国
民
の
負
担
が
増
大
す
る
と
と
も
に
、
国
及
び
地

方
公
共
団
体
の
財
政
状
況
が
社
会
保
障
制
度
に
係
る
負

担
の
増
大
に
よ
り
悪
化
し
て
い
る
こ
と
等
に
鑑
み
、
所

得
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
（
平
成
二
十
一
年

法
律
第
十
三
号
）
附
則
第
百
四
条
の
規
定
の
趣
旨
を
踏

ま
え
て
安
定
し
た
財
源
を
確
保
し
つ
つ
受
益
と
負
担
の

均
衡
が
と
れ
た
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
の
確
立
を

図
る
た
め
、
社
会
保
障
制
度
改
革
に
つ
い
て
、
そ
の
基

本
的
な
考
え
方
そ
の
他
の
基
本
と
な
る
事
項
を
定
め
る

と
と
も
に
、
社
会
保
障
制
度
改
革
国
民
会
議
を
設
置
す

る
こ
と
等
に
よ
り
、
こ
れ
を
総
合
的
か
つ
集
中
的
に
推

進
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

（
基
本
的
な
考
え
方
）

第
二
条

社
会
保
障
制
度
改
革
は
、
次
に
掲
げ
る
事
項
を

基
本
と
し
て
行
わ
れ
る
も
の
と
す
る
。

一

自
助
、
共
助
及
び
公
助
が
最
も
適
切
に
組
み
合
わ

さ
れ
る
よ
う
留
意
し
つ
つ
、
国
民
が
自
立
し
た
生
活

を
営
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
家
族
相
互
及
び
国
民

相
互
の
助
け
合
い
の
仕
組
み
を
通
じ
て
そ
の
実
現
を

支
援
し
て
い
く
こ
と
。

二

社
会
保
障
の
機
能
の
充
実
と
給
付
の
重
点
化
及
び

制
度
の
運
営
の
効
率
化
と
を
同
時
に
行
い
、
税
金
や

社
会
保
険
料
を
納
付
す
る
者
の
立
場
に
立
っ
て
、
負

担
の
増
大
を
抑
制
し
つ
つ
、
持
続
可
能
な
制
度
を
実

現
す
る
こ
と
。

三

年
金
、
医
療
及
び
介
護
に
お
い
て
は
、
社
会
保
険

制
度
を
基
本
と
し
、
国
及
び
地
方
公
共
団
体
の
負
担

は
、
社
会
保
険
料
に
係
る
国
民
の
負
担
の
適
正
化
に

充
て
る
こ
と
を
基
本
と
す
る
こ
と
。

四

国
民
が
広
く
受
益
す
る
社
会
保
障
に
係
る
費
用
を

あ
ら
ゆ
る
世
代
が
広
く
公
平
に
分
か
ち
合
う
観
点
等

か
ら
、
社
会
保
障
給
付
に
要
す
る
費
用
に
係
る
国
及

び
地
方
公
共
団
体
の
負
担
の
主
要
な
財
源
に
は
、
消

費
税
及
び
地
方
消
費
税
の
収
入
を
充
て
る
も
の
と
す

る
こ
と
。

（
国
の
責
務
）

第
三
条

国
は
、前
条
の
基
本
的
な
考
え
方
に
の
っ
と
り
、

社
会
保
障
制
度
改
革
に
関
す
る
施
策
を
総
合
的
に
策
定

し
、
及
び
実
施
す
る
責
務
を
有
す
る
。

（
改
革
の
実
施
及
び
目
標
時
期
）

第
四
条

政
府
は
、次
章
に
定
め
る
基
本
方
針
に
基
づ
き
、

社
会
保
障
制
度
改
革
を
行
う
も
の
と
し
、
こ
の
た
め
に

必
要
な
法
制
上
の
措
置
に
つ
い
て
は
、
こ
の
法
律
の
施

行
後
一
年
以
内
に
、
第
九
条
に
規
定
す
る
社
会
保
障
制

度
改
革
国
民
会
議
に
お
け
る
審
議
の
結
果
等
を
踏
ま
え

て
講
ず
る
も
の
と
す
る
。
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